
学校番号 302 

平成 31 年度 音楽科 

 

教科 音楽 科目 演奏研究Ⅲ 単位数 １単位 年次 ３年次 

使用教科書 Joy of Music （教育芸術社出版） 

副教材等 ミニスコア１冊 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・３年生の演奏研究は、年間を通して全専攻が合同で行います。 

・教科書、筆記用具、五線紙・プリントを閉じるためのファイル、後期は５線紙、ノートを必ず持 

参してください。 

・前期は管弦打楽器専攻・声楽専攻生２名とピアノ専攻２名の合計４名の班を組み、４名でアンサ 

 ンブルを行います。楽曲の編曲を行い、実際に編曲した楽曲を最後には実演します。 

・これまでに学んだ音楽理論や専攻実技の知識や技能を応用し、編曲や記譜する力、アンサンブル

によって音楽を構成、演奏する力を総合的かつ実践的に身につけます。 

・後期は、オーケストラのスコアリーディングを中心に、名曲の秘密を音楽理論・音楽史・演奏法 

 の総合的な視点から捉えて学びます。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽作品についての演奏研究を通して、演奏における客観性と多様性を理解し、音楽の様式を尊重

して演奏する力を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:音楽への 

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽文化を尊重し、

主体的、創造的に音

楽の学習を行い、演

奏発表の場では班で

編曲した作品を演奏

共有し、互いに研究

した解釈などの成果

物を評価しあったり

する活動に積極的に

取り組もうとする。 

音楽を形作っている

要素を楽譜や歴史的

背景や作曲家の表現

上の特徴と結びつけ

て知覚し、それらの

動きを感受しなが

ら、音楽表現を工夫

し、表現意図を持ち、

言葉や演奏、編曲作

品によって表現する

ことができる。 

各楽器や声の特徴を

踏まえた解釈や演

奏、作曲家の表現上

の特徴を踏まえた解

釈を必要となる資料

を活用して情報収集

し編曲やすることが

でき、それを自らの

演奏や言葉の表現に

活用することができ

る。 

音楽を形作ってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを音楽

理論などの明確な

根拠と照らし合わ

せ合わせながら感

受し、価値を判断で

きる。音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に

味わい、自らが解釈

したことを言葉に

よって言い表すこ

とができる。 

評
価
方
法 

授業観察 

ワークシート 

授業観察 

編曲作品・演奏聴取 

 

編曲作品・演奏聴取 

ペーパーテスト 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 

関
心
・意
欲
・態
度 

創
意
・工
夫 

技
能 

鑑
賞
の
能
力 

４
～
９ 

～ 名
曲
の
良
さ
を
ス
コ
ア
を
通
し
て
知
る
・ 

編
曲
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
取
り
組
も
う
！ 

① ガイダンス 

・班分けと編曲法について 

・選曲の注意 

・学内演奏会までの流れ 

②進行状況レポート 

・毎時間の進行状況と、与え  

 られた時間の計画を立て、 

 毎時間提出する 

③編曲の中間審査 

④アンサンブルの練習 

・４人で演奏するために必要

なアンサンブル力について 

 →息を合わせる 

 →音楽の仕組みを知る 

 →音楽構成についての解 

  釈を一致させる 

⑤学内アンサンブル演奏会 

 の実施 

・優秀な班は定期演奏会の  

 アンサンブル部門に出場で  

 きる場合もある。 
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○ 
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○ 
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○ 

 

 

a 毎時間の進行状況や学習し

たポイント、本番までの予定

表をこまめに記述し、計画性

を持って主体的に学習する。 

b 原曲が作曲された作曲者の

意図や時代の様式の良さを崩

すことなく、これまで学習し

た音楽理論などの知識を応用

して自分たちのアンサンブル

に相応な編曲を行うことがで

きる。 

c 編曲した作品を実際にそれ

ぞれの専攻の楽器または声楽

の技能を生かし、原曲と自ら

の編曲した意図を持って創造

的に演奏することができる。 

d 演奏発表の場で、互いの班

の演奏について、根拠のある

批評をすることができ、良さ

を自分たちの演奏に生かそう

とする意図を持っている。 

授業観察 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

編曲作品 

 

 

 

 

 

 

演奏聴取 

編曲作品２ 

相互鑑賞（ワ

ークシート） 

１
０
～
３ 

歴
史
を
超
え
た
名
曲
が
名
曲
た
る
理
由
を
探
ろ
う
！ 

①オーケストラスコアの読み

方を学ぶ 

②オーケストラの仕組みと特

徴 

③モーツァルトの名曲を鑑賞 

・名曲である理由をグループ

ごとにディスカッションして、

班ごとに話し合ったことを発

表する。 

④音楽理論から見た視点

で、曲の構成を理論的に学

習する。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

a 他者と協力して積極的に活

動できる。 

b アンサンブルをする上で気

必要な技術を応用して実際に

演奏することができる 

c アンサンブルを美しいハー

モニーで演奏することができ

る 

d 互いに演奏を高めるための

アドヴァイスを的確に行うこ

とができる 

 

授業観察 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

ペーパーテ

スト 


